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とが可能である｡そうした作業を通 じて研究開発の生産性 と経済成長 との関連について
より興味深い洞察をえることができる｡この点については別のところで議論を行う｡
長期成長の決定要因としての研究開発の生産性と資本蓄積






























































































































































































































































108 経 営 と 経 済



































の弾力翫 ･および経済の規模Lとマイナスの依存関係をもつ (芸 ,0,
芸 ,o･若 くO,碧 くO,霊 <o)Oまた研究開発-投入される最終財相
研究開発に対する助成率 onおよび中間財企業に対する資本への助成率 ekと'
プラスの依存関係をもち,時間選好率pおよび限界効用の弾力性 £とマイナ
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